
2

規
制
定
。

◎
自
立
支
援
ホ
ー
ム
条
例

火
災
等
一
時
的
に
住
む
家
の

困
窮
者
に
対
し
、
自
立
支
援
ホ

ー
ム
を
設
置
す
る
た
め
の
新
規

制
定
。

◎
開
発
許
可
の
基
準
に
関
す
る

条
例

都
市
計
画
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
公
益
的
施
設
を
設
置
す
べ

き
面
積
、
道
路
等
の
技
術
的
基

準
や
敷
地
面
積
の
最
低
限
度

（
１
０
０
平
方
誡
）
な
ど
を
条

例
化
し
た
新
規
制
定
。

※
当
初
の
上
程
で
は
、
都
市
計

画
法
上
の
開
発
行
為
許
可
の
規

模
を
３
０
０
平
方
誡
に
す
る
条

文
の
規
定
が
あ
り
ま
し
た
が
、

県
に
お
け
る
開
発
許
可
基
準
の

解
釈
の
見
直
し
等
に
よ
る
方
針

の
変
更
が
あ
り
、
諸
般
の
事
情

を
勘
案
し
た
結
果
、
そ
の
条
文

を
削
除
す
る
差
し
替
え
が
な
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
中
小
企
業
融
資
条
例
及
び
商

工
業
近
代
化
資
金
融
資
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
状

況
に
よ
り
、
市
内
中
小
企
業
に

対
す
る
融
資
期
間
の
延
長
を
図

る
改
正
（
平
成
15
年
４
月
１
日

以
後
の
融
資
決
定
か
ら
適
用
）。

①
融
資
条
例
　

運
転
資
金
　
７
年→

10
年

設
備
資
金
　
10
年→

12
年

②
近
代
化
資
金
融
資
条
例

運
転
資
金
　
７
年→

10
年

償
還
方
法

78
月→

１
１
４
月

◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

手
数
料
中
、
１
時
間
当
た
り

９
４
０
円
の
利
用
者
世
帯
に
つ

い
て
、
９
５
０
円
に
改
正
。

◎
高
齢
者
総
合
介
護
福
祉
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

①
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
区
分
支

給
限
度
基
準
額
の
上
乗
せ
分
の

廃
止
。

②
介
護
保
険
１
号
被
保
険
者
の

保
険
料
を
５
段
階
か
ら
６
段
階

に
改
正
す
る
も
の
で
、
平
成
15

年
度
以
降
の
年
度
分
の
保
険
料

か
ら
適
用
。

◎
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
修
資
金
融

資
・
補
助
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

実
態
調
査
に
基
づ
き
、
目
的

は
、
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
廃
止
。

3

議
会
は
、
３
月
25
日
の
本
会

議
に
お
い
て
、
平
成
15
年
度
一

般
会
計
予
算
、
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
を
賛
成
多
数
で
、
そ

の
他
の
特
別
会
計
予
算
と
水
道

会
計
予
算
は
全
会
一
致
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案
で
は
、
高
齢

者
総
合
介
護
福
祉
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
と
訪
問
看
護

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
が
賛
成
多
数
で
、
ま
た
、

開
発
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条

例
な
ど
16
の
条
例
、
規
約
等
と

平
成
14
年
度
の
一
般
会
計
な
ど

11
の
補
正
予
算
は
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。な

お
、
財
産
の
取
得
（
芦
原

小
学
校
用
地
）
に
つ
い
て
は
、

２
月
24
日
に
先
議
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案

と
し
て
「
イ
ラ
ク
問
題
の
平
和

的
解
決
を
求
め
る
意
見
書
」、

「
北
朝
鮮
の
核
開
発
計
画
の
撤

回
へ
向
け
た
対
応
を
政
府
に
求

め
る
意
見
書
」、「
障
害
者
差
別

禁
止
法
（
仮
称
）の
早
期
制
定
を

求
め
る
意
見
書
」
の
３
件
の
意

見
書
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た

（
内
容
は
、
18
頁
参
照
）。

【
一
般
会
計
】

予
算
総
額
は
、
３
６
７
億
７

０
０
０
万
円
で
、
対
前
年
度
比

14
・
４
％
の
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
前
年
度
の
《
新
設
》

芦
原
小
学
校
用
地
購
入
費
分
を

差
し
引
く
と
、
６
・
７
％
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
、
２
１
９
億
７

０
９
１
万
２
０
０
０
円
と
な
り
、

対
前
年
度
比
４
・
３
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算

と
各
特
別
会
計
予
算
を
合
わ
せ

る
と
、
５
８
７
億
４
０
９
１
万

２
０
０
０
円
と
な
り
、
対
前
年

度
比
８
・
２
％
の
減
（
前
年
度

の
芦
原
小
学
校
用
地
購
入
費
分

を
差
し
引
く
と
５
・
８
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

【
水
道
事
業
会
計
】

水
道
事
業
会
計
の
予
算
に
つ

い
て
は
、
収
益
的
収
入

24
億
９
４
９
９
万
２
０
０
０
円

収
益
的
支
出

24
億
４
７
８
万
９
０
０
０
円

資
本
的
収
入５

億
８
６
５
４
万
円

資
本
的
支
出

16
億
５
２
２
１
万
４
０
０
０
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
３
６
７
億
円

特
別
会
計
２
１
９
億
円
で
可
決

開
発
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
な
ど
を
可
決

▲新設された自立支援ホーム

3月定例会

15年度
予 算
決まる

【議会費】
・会議録検索システム事業委託
【総務費】
・戸田駅改札内エレベーター設置工事
・戸籍事務電算化業務
【民生費】
・障害者施設入所援護事業（もくせい園、ゆうゆう）
・在宅要介護高齢者介護支援金支給事業
・社会福祉法人立保育所事業（新設２園）におけ
る補助金

【衛生費】
・前立腺がん個別検診
・大気測定機器新規借上
【労働費】
・ 男女共同参画推進拠点の拡充として学習・研修
棟増築工事

【商工費】
・新技術、基盤的技術産業支援及びＩＳＯ取得支
援事業補助金

・ＳＯＨＯ（スモールオフィス・ホームオフィス）
支援施設整備

【土木費】
・旭町沖内線街路整備工事
・荒川左岸排水路整備工事（護岸）
・新曽中央地区まちづくり推進調査業務委託
・屋上緑化補助金
【消防費】
・消防ポンプ自動車
【教育費】
・小中学校冷水器賃借料
・芦原小学校複合施設建設工事
・南小学校留守家庭児童保育室増築工事
・スポーツセンター耐震補強、空調設備設置工事

今
議
会
に
は
、
埼
玉
県
市
町

村
消
防
災
害
補
償
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
な
ど
３
つ

の
規
約
変
更
と
、
13
の
条
例
改

正
等
や
11
の
補
正
予
算
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
条
例
、
補
正
予
算
の
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
福
祉
施
策
審
議
会
条
例

地
域
福
祉
計
画
等
福
祉
施
策

全
般
に
関
し
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
調
査
・
審
議
し
、
答
申

す
る
た
め
の
審
議
会
設
置
の
新

◎
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

芦
原
小
学
校
の
新
設
を
図
る

改
正
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

・
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

整
備
委
託
料
の
新
規
計
上
。

①
光
回
線
敷
設
及
び
映
像
配
信

整
備
業
務
。

②
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
及
び
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
。

・
都
市
開
発
基
金
積
立
金
の
増

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
用
地
購

入
等

【
特
別
会
計
補
正
予
算
】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
等

10
の
特
別
会
計
の
補
正
予
算
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

青木宏之議長

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
選
任
を
賜
り
、
議
長
と
い
う

大
変
栄
誉
あ
る
要
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
議
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
一
生
懸
命
、
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
神
保
市
長
を
初
め
執
行
部
の
皆
様
方
に
も
、
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
併
せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議員提出議案�議員提出議案�

▲3月定例会の議案を慎重審議（右上は青木議長）

北朝鮮の核開発計画の撤回へ向けた
対応を政府に求める意見書など3件を可決

副
議
長
は
秋
元
良
夫
氏
が
留
任
さ
れ
ま
し
た


